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新
年
の
ご
挨
拶

公
益
財
団
法
人

特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

理
事
長

岩
﨑

茂

謹
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

希
望
も
新
た
に
清
々
し
い
令
和
八
年
の
元
旦

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
戦
後
八
十
年
の
節
目
の
年
で
あ
り
、

全
国
各
地
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も
多
く
の
方
々

が
参
加
さ
れ
た
慰
霊
祭
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
我
が
「
特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

（
以
降
特
攻
顕
彰
会
）
」
が
主
催
す
る
靖
國
神

社
で
の
慰
霊
祭
も
満
開
の
桜
の
中
で
執
り
行
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年
秋
分
の
日

に
行
っ
て
お
り
ま
す
特
攻
隊
年
次
法
要
も
多
く

の
方
々
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
恒
例

と
な
り
ま
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト

で
の
慰
霊
祭
も
現
地
の
政
府
機
関
の
方
々
の
ご

協
力
・
ご
参
加
を
頂
き
無
事
に
行
う
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
慰
霊
祭
に
ご
参
加
頂

い
た
方
々
に
改
め
て
感
謝
・
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
令
和
八
年
（
２
０
２
６
年
）
は
ど
の

様
な
年
に
な
る
の
で
し
よ
う
か
？

世
界
で
は
、
昨
年
、
１
月
20
日
に
米
国
で
ト

ラ
ン
プ
氏
が
二
回
目
の
大
統
領
に
就
任
し
、
Ｕ

Ｓ
ス
チ
ー
ル
問
題
、
各
国
へ
の
一
方
的
な
関
税

問
題
か
ら
始
ま
り
、
政
治
的
に
は
大
混
乱
の
一

年
で
し
た
。
米
国
で
は
今
年
末
に
中
間
選
挙
が

行
わ
れ
ま
す
か
ら
、
必
ず
し
も
安
定
的
な
政
治

状
況
は
期
待
で
き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
で
今
年
で
四
年
目
に
入
る
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
未
だ
に
解
決
へ
の
道
筋
は
全

く
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
中
国
の
力
に

よ
る
現
状
変
更
の
態
度
は
強
ま
る
ば
か
り
で
す
。

北
朝
鮮
は
一
昨
年
前
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦

闘
に
加
担
し
て
お
り
、
露
朝
関
係
は
ま
す
ま
す

緊
密
化
し
、
世
界
は
益
々
、
平
和
や
安
寧
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
方
向
に
動
い
て
い
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
昨
年
秋
か
ら
高
市
政
権
が
始

動
し
始
め
て
お
り
ま
す
が
、
高
市
総
理
の
国
会

で
の
発
言
等
を
き
っ
か
け
に
中
国
と
の
関
係
が

ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
情
勢
の
中
、
私
達
が
思
い
出
す
べ

き
教
訓
は
、
特
攻
隊
員
の
方
々
が
身
を
持
っ
て

示
さ
れ
た
「
利
他
の
精
神
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
私
達
は
、
こ
の
精
神
を
後
世
に
語
り
継

が
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
よ
り
多

く
の
方
々
に
ご
理
解
を
頂
く
よ
う
普
及
活
動
を

い
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
会
員
の
方
々
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

最
後
に
、
御
英
霊
の
方
々
に
い
ろ
い
ろ
な
教

訓
を
残
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
、
皆
様

方
の
安
寧
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
令
和
８
年

宮
司
年
頭
挨
拶
」

靖
國
神
社

宮
司

大
塚

海
夫

令
和
8
年
丙
午
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
み

て
皇
室
の
弥
栄
と
ご
安
泰
を
寿
ぎ
奉
り
、
我
が

国
の
隆
昌
、
世
界
の
平
和
、
併
せ
て
特
攻
隊
戦

没
者
慰
霊
顕
彰
会
の
皆
様
の
ご
繁
栄
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
我
が
国
は
大
東
亜
戦
争
終
戦
80
年
の

節
目
の
年
を
迎
え
、
例
年
に
も
増
し
て
多
く
の

ご
遺
族
崇
敬
者
各
位
に
ご
参
拝
い
た
だ
き
、
御

祭
神
も
さ
ぞ
か
し
お
喜
び
の
御
事
と
拝
察
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

畏
く
も
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
昨
年
４
月
に
大
東
亜
戦
争
で
の
激
戦
地
、

硫
黄
島
に
行
幸
啓
遊
ば
さ
れ
、
戦
没
者
の
碑
に

ご
拝
礼
さ
れ
ま
し
た
の
を
は
じ
め
、
６
月
に
は
、

沖
縄
摩
文
仁
の
平
和
祈
念
堂
に
て
ご
拝
礼
さ
れ
、

７
月
の
モ
ン
ゴ
ル
御
訪
問
に
際
し
て
は
シ
ベ
リ

ア
抑
留
で
亡
く
な
っ
た
方
々
に
対
し
『
今
回
の

訪
問
で
は
、
日
本
人
死
亡
者
慰
霊
碑
に
供
花
を

し
、
心
な
ら
ず
も
故
郷
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
を
慰
霊
し
、
そ
の
御
苦
労

に
思
い
を
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
』
と
の
お

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ご
拝
礼
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

日
」
に
当
た
っ
て
は
、
『
終
戦
以
来
80
年
、
人
々

の
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
、
今
日
の
我
が
国

の
平
和
と
繁
栄
が
築
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
、
戦
後
の
長
き
に
わ
た
る
平
和
な
歳
月
に

思
い
を
致
し
つ
つ
、
過
去
を
顧
み
、
深
い
反
省

の
上
に
立
っ
て
、
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
繰
り
返

さ
れ
ぬ
こ
と
を
切
に
願
い
、
戦
陣
に
散
り
戦
禍

に
倒
れ
た
人
々
に
対
し
、
全
国
民
と
共
に
、
心

か
ら
追
悼
の
意
を
表
し
、
世
界
の
平
和
と
我
が

国
の
一
層
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。
』
と
述
べ
ら

れ
て
お
り
、
両
陛
下
の
大
御
心
は
、
常
に
国
家

国
民
の
平
和
と
繁
栄
、
先
の
大
戦
に
て
斃
れ
ら

れ
た
戦
没
者
に
対
し
て
深
い
思
い
を
寄
せ
ら
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。

世
界
が
不
安
定
の
度
を
増
す
中
で
、
国
際
社

会
が
共
存
共
栄
し
て
い
く
た
め
に
は
、
「
和
」

の
精
神
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
十
七
条
憲
法
の
時

代
か
ら
、
日
本
人
は
自
然
体
で
「
和
」
を
語
れ

る
民
族
で
あ
り
、
世
界
平
和
に
寄
与
で
き
る
余

地
は
大
き
い
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

靖
國
神
社
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
御
祭
神
は
、

９
割
以
上
が
大
東
亜
戦
争
で
散
華
さ
れ
た
方
々

で
あ
り
ま
す
。
英
霊
が
次
世
代
の
平
和
を
願
っ

て
尊
い
一
命
を
投
げ
打
っ
て
く
だ
さ
っ
た
お
か

げ
で
、
日
本
は
戦
後
80
年
間
の
長
き
に
わ
た
り

平
和
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
代

欧
州
の
知
性
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ
リ

は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
利
他
主
義
に
基
づ
く

社
会
が
求
め
ら
れ
る
と
言
い
、
日
本
こ
そ
が
そ

の
手
本
だ
と
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
体

現
し
て
い
る
の
が
ま
さ
に
特
攻
隊
な
の
で
し
ょ

う
。我

々
日
本
人
は
、
今
日
の
平
和
を
も
た
ら
し

た
英
霊
に
感
謝
し
、
英
霊
に
お
守
り
い
た
だ
い

て
い
る
安
堵
を
感
じ
る
中
で
、
英
霊
が
持
ち
続

け
た
平
和
へ
の
想
い
を
我
が
事
と
し
て
捉
え
、

今
日
の
平
和
を
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い

く
決
意
を
持
ち
続
け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

靖
國
神
社
は
、
英
霊
を
慰
霊
し
、
そ
の
事
跡
を

顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
将
来
の
平
和
を
考
え
る

場
と
し
て
の
役
割
を
も
果
た
す
「
平
和
の
社
」

と
し
て
、
英
霊
の
想
い
を
現
在
に
受
け
継
ぐ
と

と
も
に
、
未
来
に
向
け
て
「
平
和
国
家
」
日
本

へ
の
ベ
ク
ト
ル
を
描
い
て
参
り
ま
す
。

本
年
も
、
英
霊
の
奉
慰
顕
彰
の
た
め
、
祭
祀

の
厳
修
に
全
身
全
霊
で
勤
め
て
参
る
所
存
で
す
。

皆
様
の
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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「
新
年
の
ご
挨
拶

」

東
京
都
世
田
谷
区
長

保
坂

展
人

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
令
和
８
年
の
新
春
を
健
や
か
に
迎

え
ら
れ
た
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
「
戦
後
80
年
」
と
な
る
節
目
の
年
で
あ

り
ま
し
た
。

終
戦
か
ら
80
年
と
い
う
時
間
は
、
戦
争
体
験

者
が
子
ど
も
の
世
代
に
苦
労
を
伝
え
、
子
ど
も

の
世
代
が
孫
の
世
代
に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
い
く

「
３
世
代
」
に
ま
た
が
る
長
い
期
間
で
す
。
８

月
に
は
、
「
戦
争
を
ふ
り
返
る
」
報
道
が
続
き
、

私
自
身
も
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の
半
藤

一
利
さ
ん
や
、
保
坂
正
康
さ
ん
の
本
を
は
じ
め
、

集
中
し
て
過
去
の
戦
争
の
歴
史
を
た
ど
る
時
間

を
持
ち
ま
し
た
。

学
徒
出
陣
で
、
ま
た
少
年
飛
行
兵
と
し
て
特

攻
作
戦
に
出
撃
し
て
い
っ
た
特
攻
隊
員
の
皆
様

に
思
い
を
巡
ら
す
時
、
帰
還
す
る
こ
と
な
き
出

撃
に
あ
た
っ
て
、
残
し
て
い
っ
た
言
葉
を
た
ど

り
、
国
を
思
う
悲
壮
な
決
意
と
、
家
族
に
向
け

た
愛
情
と
配
慮
に
胸
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
す
。
多

く
の
未
来
あ
る
お
び
た
だ
し
い
数
の
若
者
が
特

攻
作
戦
で
大
空
や
大
海
原
等
に
散
っ
て
行
か
れ

た
こ
と
を
思
う
時
、
心
か
ら
の
痛
恨
の
念
と
敬

愛
の
気
持
ち
を
持
ち
ま
す
。

私
た
ち
が
、
「
戦
後
80
年
間
」
を
戦
争
の
な

い
平
和
な
事
態
を
享
受
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ

と
を
、
逆
境
に
向
け
て
た
じ
ろ
ぐ
こ
と
な
く
進

ん
で
い
っ
た
先
人
の
犠
牲
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
自
ら
を
諭
し
て
い
ま

す
。
怖
い
の
は
、
風
化
と
忘
却
で
す
。
長
い
年

月
を
か
け
て
、
歴
史
の
記
憶
の
バ
ト
ン
を
次
世

代
に
受
け
継
い
で
い
く
の
は
、
私
た
ち
の
責
任

で
も
あ
り
ま
す
。
歴
史
を
正
確
に
知
る
こ
と
は
、

よ
り
よ
き
未
来
を
切
り
開
く
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

一
昨
年
、
被
爆
者
の
立
場
か
ら
核
兵
器
の
廃

絶
な
ど
を
訴
え
て
き
た
日
本
被
団
協
（
日
本
原

水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会
）
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
行
わ
れ

た
授
賞
式
で
、
当
時
92
歳
と
い
う
年
齢
を
感
じ

さ
せ
な
い
日
本
被
団
協
の
田
中
煕
巳
さ
ん
の
講

演
は
約
20
分
間
続
き
、
講
演
終
了
後
に
は
会
場

の
聴
衆
が
立
ち
上
が
り
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が

鳴
り
響
い
た
光
景
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
授
賞
式
と
い
う
世
界
が
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
大
舞
台
で
、
被
爆
者
が
核

兵
器
廃
絶
に
つ
い
て
訴
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
は
、
核
兵
器
の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
る
現
代
に
お
い
て
、
大
き
な
意
義
が
あ
り

ま
し
た
。

一
方
、
田
中
さ
ん
は
そ
の
演
説
の
中
で
こ
の

よ
う
に
も
述
べ
て
い
ま
す
。

「
原
爆
被
害
者
の
現
在
の
平
均
年
齢
は
85
歳
。

10
年
先
に
は
直
接
の
被
爆
体
験
者
と
し
て
の
証

言
が
で
き
る
の
は
数
人
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
か
ら
は
、
私
た
ち
が
や
っ
て
き
た
運

動
を
、
次
の
世
代
の
み
な
さ
ん
が
、
工
夫
し
て

築
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
」

と
。戦

争
体
験
者
が
年
々
少
な
く
な
る
現
在
に
お

い
て
、
彼
ら
の
思
い
を
忍
び
、
振
り
返
る
と
き
、

私
た
ち
は
自
分
た
ち
の
責
任
を
思
い
起
こ
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
は
、
戦
争
体
験
者
が
高
齢
化
す
る

中
で
証
言
を
続
け
、
私
た
ち
も
耳
を
傾
け
る
こ

と
の
出
来
る
残
さ
れ
た
時
間
は
限
り
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

私
も
親
や
祖
父
母
か
ら
戦
争
体
験
を
聞
き
、

特
攻
隊
員
の
一
員
と
し
て
生
き
延
び
た
方
の
経

験
談
を
少
な
か
ら
ぬ
時
間
、
聞
き
続
け
て
き
た

世
代
で
す
。
す
で
に
、
私
に
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
に
当
時
の
苛
酷
な
状
況
を
語
り
聞
か
せ
て
く

れ
た
先
輩
の
多
く
が
旅
立
っ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
は
戦
後
80
年
以
上
に
渡
り
世
界
中
の

ど
の
国
と
も
１
度
も
戦
火
を
交
え
る
こ
と
な
く
、

平
和
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

遠
ざ
か
る
歴
史
の
中
で
、
そ
の
教
訓
を
後
世
に

伝
え
て
き
た
皆
様
を
は
じ
め
、
先
人
の
ご
努
力

あ
っ
て
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
平
和
の
大
切
さ

を
、
皆
様
と
と
も
に
次
の
世
代
に
し
っ
か
り
と

伝
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
年
も
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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（
慰
霊
行
事
名
）

（
期
日
・
場
所
）

（
主
催
者
名
等
）

１
神
雷
部
隊
慰
霊
祭

３
・
21
（
祝
）
建
長
寺
「
神
雷
戦
士
の
碑
」

湘
南
水
交
会

２
宮
崎
県
特
攻
勇
士
の
像
慰
霊
祭

３
・
28
（
金
）
宮
崎
縣
護
國
神
社

宮
崎
縣
護
國
神
社

３
第
47
回
特
攻
隊
全
戦
没
者
慰
霊
祭

３
・
28
（
土
）
靖
國
神
社

（
公
財
）
特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

４
旧
鹿
屋
航
空
基
地
特
攻
隊
戦
没
者
追
悼
式

４
・
４
（
土
）
小
塚
公
園
内
慰
霊
碑

鹿
屋
市

５
都
城
市
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

４
・
５
（
日
）
都
島
公
園
慰
霊
碑

都
城
市
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
奉
賛
会

６
宮
崎
特
攻
基
地
慰
霊
祭

４
・
５
（
日
）
宮
崎
特
攻
基
地
慰
霊
碑

宮
崎
特
攻
基
地
慰
霊
祭
実
行
委
員
会

７
戦
艦
大
和
追
悼
式

４
・
７
（
火
）
呉
市
長
迫
公
園

戦
艦
大
和
会

８
徳
之
島
慰
霊
祭

４
・
７
（
火
）
犬
多
布
岬
慰
霊
塔

伊
仙
町
慰
霊
祭
実
行
委
員
会

（
戦
艦
大
和
を
旗
艦
と
す
る
第
二
艦
隊
戦
没
者
）

９
萬
世
特
攻
慰
霊
碑
慰
霊
祭

４
・
12
（
日
）
萬
世
特
攻
慰
霊
碑

南
さ
つ
ま
市
・
萬
世
慰
霊
碑
奉
賛
会

10
出
水
市
特
攻
碑
慰
霊
祭

４
・
16
（
木
）
特
攻
碑
公
園
慰
霊
碑

出
水
市
特
攻
慰
霊
碑
顕
彰
会

11
陸
修
偕
行
社
慰
霊
祭

４
・
17
（
金
）
靖
國
神
社

靖
國
神
社

12
國
分
基
地
特
攻
隊
員
戦
没
者
慰
霊
祭

４
・
19
（
日
）
特
攻
碑
公
園
内
特
攻
機
発
進
の
地

霧
島
市

13
靖
國
神
社
春
季
例
大
祭
（
当
日
祭
）

４
・
22
（
水
）
靖
國
神
社

靖
國
神
社

14
沖
縄
県
特
攻
勇
士
の
像
慰
霊
祭

４
・
23
（
木
）
沖
縄
県
護
国
神
社

沖
縄
県
護
国
神
社

15
秋
田
県
特
別
攻
撃
隊
招
魂
祭

４
・
29
（
祝
）
秋
田
市
総
社
神
社

招
魂
祭
実
行
委
員
会

16
知
覧
特
攻
基
地
戦
没
者
慰
霊
祭

５
・
３
（
祝
）
知
覧
特
攻
平
和
観
音
堂

南
九
州
市
・
知
覧
特
攻
慰
霊
顕
彰
会

17
福
岡
県
特
攻
勇
士
の
像
慰
霊
祭

５
・
９
（
土
）
福
岡
縣
護
国
神
社

福
岡
県
特
攻
勇
士
慰
霊
顕
彰
会
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18
特
攻
殉
国
の
碑
慰
霊
祭

５
・
10
（
日
）
特
攻
殉
国
の
碑

川
棚
町
新
谷
郷
殉
国
の
碑
保
存
会

19
京
都
霊
山
護
國
神
社
特
攻
勇
士
の
像
慰
霊
祭

５
・
23
（
土
）
京
都
霊
山
護
國
神
社

関
西
白
鴎
遺
族
会

20
筑
波
海
軍
航
空
隊
慰
霊
の
集
い

５
・
23
（
土
）
県
立
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー

筑
波
海
軍
航
空
隊
友
の
会

21
豫
科
練
戦
没
者
慰
霊
祭

５
・
24
（
日
）
陸
自
武
器
学
校
豫
科
練
之
碑

海
原
会

22
三
重
海
軍
航
空
隊
「
若
櫻
の
碑
」
慰
霊
祭

５
・
24
（
日
）
若
櫻
の
碑
霊
園

香
良
洲
神
社

23
義
烈
空
挺
慰
霊
祭
（
健
軍
）

５
・
24
（
日
）
陸
自
健
軍
駐
屯
地

全
日
本
空
挺
同
志
会
熊
本
支
部

24
千
葉
県
特
攻
勇
士
の
像
慰
霊
祭

５
・
26
（
火
）
千
葉
縣
護
國
神
社

千
葉
縣
護
國
神
社

25
指
宿
海
軍
航
空
隊
基
地
哀
惜
の
碑
慰
霊
追
悼
式

５
・
27
（
水
）
指
宿
海
軍
航
空
基
地
哀
惜
の
碑

指
宿
海
軍
航
空
基
地
哀
惜
の
碑
顕
彰
会

26
義
烈
空
挺
隊
慰
霊
祭
（
沖
縄
）

６
・
７
（
日
）
沖
縄
摩
文
仁
の
丘

全
日
本
空
挺
同
志
会
沖
縄
支
部

27
大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者
合
同
慰
霊
祭

７
・
５
（
土
）
靖
國
神
社

（
公
財
）
大
東
亜
戦
争
全
戦
没
者

慰
霊
団
体
協
議
会

28
三
重
県
特
攻
勇
士
の
像
慰
霊
祭

８
・
７
（
金
）
三
重
縣
護
國
神
社

英
霊
に
こ
た
え
る
会
三
重
県
本
部

29
国
分
第
二
基
地
十
三
塚
原
特
攻
隊
慰
霊
祭

８
・
15
（
土
）
十
三
塚
原
海
軍
特
攻
碑

霧
島
高
原
ビ
ー
ル
（
株
）

30
全
国
戦
歿
者
慰
霊
大
祭

８
・
15
（
土
）
靖
國
神
社

英
霊
に
こ
た
え
る
会

31
特
攻
勇
士
の
像
慰
霊
祭
（
兵
庫
）

８
・
15
（
土
）
姫
路
護
国
神
社

姫
路
護
国
神
社

32
戦
歿
学
徒
慰
霊
祭

８
・
30
（
日
）
広
島
護
國
神
社

戦
歿
学
徒
慰
霊
祭
実
行
委
員
会

33
高
野
山
慰
霊
祭

９
・
６
（
日
）
高
野
山

空
挺
同
志
会

34
楠
公
回
天
祭

９
・
６
（
日
）
信
貴
山
山
王
坊

回
天
楠
公
社
奉
賛
会

35
第
74
回
特
攻
平
和
観
音
年
次
法
要

９
・
23
（
祝
）
世
田
谷
山
観
音
寺
特
攻
観
音
堂

世
田
谷
山
観
音
寺

（
公
財
）
特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

36
鉾
田
陸
軍
飛
行
学
校
慰
霊
祭

10
・
４
（
日
）
鉾
田
陸
軍
飛
行
学
校
跡

鉾
田
陸
軍
飛
行
学
校
顕
彰
碑
奉
賛
会
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37
長
野
県
特
攻
勇
士
之
像
慰
霊
祭

10
・
10
（
土
）
長
野
縣
護
國
神
社

長
野
縣
護
國
神
社

38
明
野
忠
魂
塔
慰
霊
祭

10
・
10
（
土
）
陸
自
航
空
学
校
・
明
野
忠
魂
塔
前

明
野
忠
魂
塔
顕
彰
会

39
旧
海
軍
航
空
隊
串
良
基
地
出
撃
戦
没
者
追
悼
式

10
・
10
（
土
）
串
良
平
和
公
園
慰
霊
塔
前

鹿
屋
市

40
茨
城
県
特
攻
勇
士
の
像
慰
霊
祭

10
・
11
（
日
）
茨
城
縣
護
國
神
社

茨
城
県
特
攻
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

41
岩
手
県
特
攻
勇
士
の
像
慰
霊
祭

10
・
15
（
木
）
岩
手
護
国
神
社

岩
手
県
英
霊
に
こ
た
え
る
会

42
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
秋
季
例
大
祭

10
・
16
（
土
）
千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
奉
仕
会

43
靖
國
神
社
秋
季
例
大
祭
（
当
日
祭
）

10
・
18
（
日
）
靖
國
神
社

靖
國
神
社

44
高
知
県
特
攻
勇
士
の
像
慰
霊
祭

10
・
24
（
土
）
高
知
県
護
国
神
社

高
知
県
特
攻
勇
士
の
像
顕
彰
奉
賛
会

45
神
風
特
別
攻
撃
隊
戦
没
者
慰
霊
祭

10
・
25
（
日
）
西
条
市
楢
本
神
社

神
風
特
別
攻
撃
隊
五
軍
神

特
攻
戦
没
者
奉
賛
会

46
神
風
特
攻
隊
慰
霊
碑
参
拝

10
・
25
（
日
）
比
島
マ
バ
ラ
カ
ッ
ト

（
公
財
）
特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

47
永
代
神
楽

10
・
25
（
日
）
靖
國
神
社

（
公
財
）
特
攻
隊
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

48
大
阪
特
攻
勇
士
之
像
慰
霊
祭

10
・
25
（
日
）
大
阪
護
國
神
社

大
阪
特
攻
勇
士
之
像
慰
霊
顕
彰
会

49
長
崎
県
特
攻
勇
士
の
像
慰
霊
祭

10
・
26
（
月
）
長
崎
縣
護
國
神
社

長
崎
縣
護
國
神
社

50
埼
玉
県
特
攻
勇
士
之
像
慰
霊
祭

10
・
31
（
土
）
埼
玉
縣
護
國
神
社

埼
玉
県
特
攻
隊
慰
霊
祭
斎
行
委
員
会

51
回
天
烈
士
並
び
に
回
天
搭
載
戦
没
潜
水
艦
乗
員
追
悼
式

11
・
９
（
日
）
大
津
島
・
回
天
慰
霊
碑
前

周
南
市
大
津
島
回
天
顕
彰
会

52
若
潮
慰
霊
祭

11
・
23
（
祝
）
小
豆
島
富
丘
八
幡
神
社

若
潮
の
塔
奉
賛
会

53
九
軍
神
慰
霊
祭

12
・
８
（
火
）
愛
媛
県
伊
方
町
三
机

54
東
雲
飛
行
場
戦
歿
者
慰
霊
祭

未

定

能
代
市
八
幡
神
社

東
雲
飛
行
場
戦
没
者
慰
霊
顕
彰
会

（
日
時
等
詳
細
は
顕
彰
会
事
務
局
又
は
主
催
団
体
等
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
）
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